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はじめに


ここでは、『ドメイン・テンプレート・ビルダーによるドメイン・テンプレートの作成』ガイドで使用しているドキュメントのアクセシビリティ機能および慣例について説明します。




	ドキュメントのアクセシビリティについて

	関連ドキュメント

	表記規則







ドキュメントのアクセシビリティについて


Oracleのアクセシビリティへの取り組みについては、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)にアクセスしてください。


Oracleサポートへのアクセス

サポートを購入したオラクル社のお客様は、My Oracle Supportを介して電子的なサポートにアクセスできます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info、聴覚に障害があるお客様はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。









関連ドキュメント


このガイドに記載されているドキュメントは、Oracle Technology Network (http://www.oracle.com/technology)で参照できます。

	
構成ウィザードによるWebLogic ドメインの作成


	
PackおよびUnpackコマンドによるテンプレートとドメインの作成


	
ドメイン・テンプレート・ビルダーによるドメイン・テンプレートの作成


	
ドメイン・テンプレート・リファレンス


	
WebLogic Server WLSTコマンド・リファレンス


	
WebLogic Scripting Toolの理解










表記規則


このマニュアルでは次の表記規則を使用します。




	表記規則	意味
	
太字

	
太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。


	
イタリック

	
イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。


	
固定幅フォント

	
固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。
















1 概要


この章では、ドメイン・テンプレート・ビルダーを使用してWebLogic Server にテンプレートを作成する方法の概要を説明します。

この章の内容は次のとおりです。




	ドメイン・テンプレート・ビルダーの概要

	ドメイン・テンプレートと拡張テンプレートについて

	テンプレートを作成するためのその他のツール







1.1 ドメイン・テンプレート・ビルダーの概要


WebLogicドメインを作成または拡張するために必要なキー属性およびファイルを含む拡張テンプレートおよびドメインを使用してWebLogicドメインを作成できます。ドメインまたは拡張テンプレートを作成するには、スタンドアロンのJavaアプリケーションのドメイン・テンプレート・ビルダーを使用します。このプロセスについては、図1-1を参照してください。


図1-1 ドメイン・テンプレート・ビルダー

[image: 図1-1の説明が続きます]



ドメイン・テンプレート・ビルダーはオフラインのグラフィカル・モードで使用するように設計されています。コンソール・モードではサポートされません。したがって、ドメイン・テンプレート・ビルダーを使用するマシンに接続されるコンソールは、JavaベースのGUIをサポートする必要があります。す。Windowsシステムの場合、すべてのコンソールがJavaベースのGUIをサポートしています。UNIXベースのコンソールのうちいくつかが、JavaベースのGUIをサポートしています。

製品のインストールには、事前に定義したドメインおよび拡張テンプレートのセットが含まれています。テンプレートのセットは、WebLogic Serverのベース・ドメイン・テンプレート、およびベース・ドメインに製品機能を追加するのに使用できる様々な拡張テンプレートを含みます。様々な製品に有効なテンプレートの詳細は、『ドメイン・テンプレート・リファレンス』を参照してください。

ドメインを作成し、それに新しいリソースやアプリケーションを追加した後、ドメイン・テンプレート・ビルダーを使用してドメイン・テンプレートおよび拡張テンプレートを作成します。このためには、新しいドメイン・テンプレートまたは拡張テンプレートのソースとして、既存のドメインまたはテンプレートを選択します。カスタム・ドメイン・テンプレートが完成すると、これらを利用し構成ウィザード、WLSTオフラインまたはunpackコマンドを使用してドメインを作成します。これらのツールの詳細は、テンプレートを作成するための追加ツールを参照してください







1.2 ドメイン・テンプレートと拡張テンプレートについて


ドメイン・テンプレート・ビルダーとの関連で、テンプレートはJavaアーカイブ(JAR)ファイルを参照します。テンプレートJARには、WebLogicドメインを作成したり拡張するうえで必要なファイルやスクリプトが含まれています。ドメインを作成したり拡張するうえで、構成ウィザードにより使用可能なテンプレートのタイプは次のものを含んでいます。

	
ドメイン・テンプレート- WebLogicドメイン内にリソースの完全なセットを定義し、これにはインフラストラクチャ・コンポーネント、アプリケーション、サービス、セキュリティ・オプションや一般環境およびオペレーティング・システム・オプションが含まれます。ドメイン・テンプレート・ビルダーまたはpackコマンドを使用し、既存のドメインからテンプレートのタイプを作成します。さらに、テンプレートをもとに、ドメインを作成することもできます。

製品の配布にはWebLogic Serverベース・ドメイン・テンプレートも含まれています。このテンプレートでは、ドメイン内の中核的なリソース・セットを定義しています。これには、管理サーバーと基本的な構成情報、インフラストラクチャ・コンポーネント、および一般的な環境とオペレーティング・システムのオプションが含まれます。サンプル・アプリケーションは含まれません。このテンプレートを使用して基本的なWebLogic Serverドメインを作成し、アプリケーションとサービスまたは追加の製品コンポーネント機能を使用して拡張できます。


	
拡張テンプレート- アプリケーション、またはJDBCリソース、JMSコンポーネントあるいはデプロイ済ライブラリのような追加機能を備えたアプリケーションおよびサービスを定義します。このようなテンプレートは、既存のWebLogicドメインを更新するために使用可能です。


	
管理対象サーバーのテンプレート- リモート・マシン上で管理対象サーバー・ドメインを作成するために必要なリソースのサブセット(ドメイン内)を定義します。テンプレートのこのタイプはpackコマンドを使用して作成できます。




製品のインストールには、事前に定義したドメインおよび拡張テンプレートのセットが含まれています。セットは、WebLogic Serverベース・ドメイン・テンプレートや様々な拡張テンプレートを含んでおり、ベース・ドメインにコンポーネント機能やサンプルを追加することができます。テンプレートやテンプレート間の相互関係の詳細は、「ドメイン・テンプレート・リファレンス」を参照してください。







1.3 テンプレートを作成するためのその他のツール



以上の説明に従って、ドメイン・テンプレート・ビルダーを使用してカスタム・ドメインおよび拡張テンプレートを作成できます。次のツールも、テンプレートおよびドメインの作成に使用することができます。

	
pack

このコマンドを使用し、WebLogicドメイン全体またはWebLogicドメインのサブセットのスナップショットを含むテンプレート・アーカイブ(JARファイル)を作成できます。ドメインのサブセットを格納したテンプレートを使用すると、リモート・マシン上に管理対象サーバーのドメインのディレクトリ階層を作成できます。

詳細は、『PackおよびUnpackコマンドによるテンプレートとドメインの作成』を参照してください。


	
WebLogic Scripting Tool (WLST)

WLSTはコマンド行スクリプティング・インタフェースで、WebLogic Serverのインスタンスおよびドメインの対話的操作と構成に使用できます。WLSTがオフラインのとき、稼働中のWebLogic Serverに接続することなくWebLogicドメインを作成したり、既存のWebLogicドメインを更新できます - つまり、構成ウィザードと同じ機能がサポートされます。

詳細は、『WebLogic Scripting Toolの理解』およびWebLogic Server WLSTコマンド・リファレンスを参照してください。















2 ドメイン・テンプレート・ビルダーによるドメイン・テンプレートの作成


この章では、ドメイン・テンプレート・ビルダーを使用してドメイン・テンプレートを作成する方法について説明します。




	Domain Template Builderの開始

	ドメイン・テンプレート・ビルダーによるドメイン・テンプレートの作成

	セキュリティ・プロバイダ・データの新しいドメインへの移植







2.1 Domain Template Builderの開始



製品がインストールされているマシンのコンソールで、JavaベースのGUIがサポートされている必要があります。Windowsベースの場合はすべてのコンソールでJavaベースのGUIがサポートされていますが、UNIXベースの場合、JavaベースのGUIがサポートされているのは一部のコンソールのみです。

ドメイン・テンプレート・ビルダーは、コマンド行からグラフィカル・モードで開始できます。




	製品がインストールされている対象のシステムにログインします。
	MS-DOSコマンド・プロンプト・ウィンドウ(Windows)またはコマンド・シェル(UNIX)を開きます。
	次のディレクトリに移動します。ここでORACLE_HOMEは、WebLogic Serverのインストール時に指定したOracleホーム・ディレクトリです。

Windows: ORACLE_HOME\oracle_common\common\bin

UNIX: ORACLE_HOME/oracle_common/common/bin




	次のコマンドを実行します。

Windows: config_builder.cmd

UNIX: config_builder.sh


注意:

config_builder.cmdまたはconfig_builder.shコマンドを実行すると、デフォルトのキャッシュ・ディレクトリが無効であることを示す次のエラー・メッセージが表示される場合があります。

*sys-package-mgr*: パッケージ・キャッシュ・ディレクトリを作成できません。

コマンド行に-Dpython.cachedir=valid_directoryオプションを含めることで、キャッシュ・ディレクトリを変更できます。



「テンプレート・タイプ」画面が表示されます。












2.2 ドメイン・テンプレート・ビルダーによるドメイン・テンプレートの作成



グラフィカル・モードでドメイン・テンプレート・ビルダーを使用して新しいドメイン・テンプレートを作成するには、「ドメイン・テンプレート・ビルダーの開始」の説明に従って、ドメイン・テンプレート・ビルダーを開始します


注意:

GUIモードでドメイン・テンプレート・ビルダーを実行できない場合は、WLSTスクリプトを使用してドメイン・テンプレートを作成することをお薦めします。詳細は、『WebLogic Scripting Toolの理解』のドメイン・テンプレートの作成と使用(オフライン)に関する項を参照してください。



ドメイン・テンプレート・ビルダーでは、表2-1にリストされる順序で一連の画面が表示されます。各画面の詳細は、「ドメイン・テンプレート・ビルダーの画面」の関連する項を参照するか、「画面」列のリンクをクリックしてください。

表2-1は、ドメイン・テンプレート・ビルダーを使用してドメイン・テンプレートを作成する手順をまとめたものです。





表2-1 ドメイン・テンプレート・ビルダーによるドメイン・テンプレート作成の手順

	画面	この画面がいつ表示されるか	実行するアクション
	
テンプレート・タイプ

	
常時

	
ドメイン・テンプレートを作成するには「ドメイン・テンプレートの作成」を選択します。

ドメイン・テンプレートのソースおよびソースの場所を指定します。

ドメイン・テンプレートの宛先JARファイルを指定します。

「次へ」をクリックして続行します。


	
テンプレート情報

	
常時

	
各テンプレート情報フィールドに入力します。

「次へ」をクリックして続行します。


	
テンプレートのサマリー

	
常時

	
テンプレートのサマリーを確認します。「表示」ドロップダウン・リストを使用して、テンプレートの特定の部分に表示を限定できます。

必要な場合は、戻るをクリックして前の画面に戻り、変更を行います。

「作成」をクリックして続行します。


	
構成の進行状況

	
常時

	
テンプレートが生成されるまで待機してから、「次」をクリックします。


	
構成の終了

	
常時

	
「終了(F)」をクリックして、ドメイン・テンプレート・ビルダーを終了します。












2.3 セキュリティ・プロバイダ・データの新しいドメインへの移植



オフライン・ユーティリティのため、テンプレート・ビルダーでは、組込みLDAPデータなどのセキュリティ・プロバイダ・データはドメイン・テンプレートにエクスポートされません。ドメイン・テンプレートを使用して新しいドメインを作成した後で、セキュリティ・プロバイダ・データを新しいドメインに手動で移植する必要があります。これを行うには、次の手順を実行します。




	必要に応じて、元のドメインの管理サーバーを起動し、元のドメインの管理コンソールにログインします。
	Oracle WebLogic Server管理コンソール・オンライン・ヘルプのセキュリティ・プロバイダからのデータのエクスポートに関する項の説明に従い、元のドメインからデータをエクスポートします。
	必要に応じて、新しいドメインの管理サーバーを起動し、新しいドメインの管理コンソールにログインします。
	Oracle WebLogic Server管理コンソール・オンライン・ヘルプのセキュリティ・プロバイダへのデータのインポートに関する項の説明に従い、新しいドメインにデータをインポートします。











3 ドメイン・テンプレート・ビルダーによる拡張テンプレートの作成


この章では、ドメイン・テンプレート・ビルダーを使用して拡張テンプレートを作成する方法について説明します。

拡張テンプレートを作成するプロセスは、ドメイン・テンプレートを作成するプロセスと類似しています。作成されるテンプレートでは、管理サーバー、管理者のユーザー名とパスワード、セキュリティ・レルムおよびノード・マネージャが構成されたり、「スタート」メニュー・エントリが指定されることはありません。これらのドメインの設定は拡張対象のドメインですでに定義済です。

この章の内容は次のとおりです。




	Domain Template Builderの開始

	ドメイン・テンプレート・ビルダーによる拡張テンプレートの作成







3.1 Domain Template Builderの開始



製品がインストールされているマシンのコンソールで、JavaベースのGUIがサポートされている必要があります。Windowsベースの場合はすべてのコンソールでJavaベースのGUIがサポートされていますが、UNIXベースの場合、JavaベースのGUIがサポートされているのは一部のコンソールのみです。

ドメイン・テンプレート・ビルダーは、コマンド行からグラフィカル・モードで開始できます。




	製品がインストールされている対象のシステムにログインします。
	MS-DOSコマンド・プロンプト・ウィンドウ(Windows)またはコマンド・シェル(UNIX)を開きます。
	次のディレクトリに移動します。

Windowsの場合: ORACLE_HOME\oracle_common\common\bin

UNIX:の場合: ORACLE_HOME/oracle_common/common/bin




	次のコマンドを実行します。

Windowsの場合: config_builder.cmd

UNIXの場合: config_builder.sh


注意:

config_builder.cmdまたはconfig_builder.shコマンドを実行すると、デフォルトのキャッシュ・ディレクトリが無効であることを示す次のエラー・メッセージが表示される場合があります。

*sys-package-mgr*: パッケージ・キャッシュ・ディレクトリを作成できません。

コマンド行に-Dpython.cachedir=valid_directoryオプションを含めることで、キャッシュ・ディレクトリを変更できます。



「テンプレート・タイプ」画面が表示されます。












3.2 ドメイン・テンプレート・ビルダーによる拡張テンプレートの作成



グラフィカル・モードでドメイン・テンプレート・ビルダーを使用して新しい拡張テンプレートを作成するには、「ドメイン・テンプレート・ビルダーの開始」の説明に従って、ドメイン・テンプレート・ビルダーを開始します。次に、「拡張テンプレートの作成」オプションを選択して、「拡張テンプレートの作成」画面(「テンプレート・タイプ」画面に似ています)を表示します。


注意:

GUIモードでドメイン・テンプレート・ビルダーを実行できない場合は、WLSTスクリプトを使用して拡張テンプレートを作成することをお薦めします。詳細は、『WebLogic Scripting Toolの理解』のドメイン・テンプレートの作成と使用(オフライン)に関する項を参照してください。



ドメイン・テンプレート・ビルダーでは、表3-1にリストされる順序で一連の画面が表示されます。各画面の詳細は、「ドメイン・テンプレート・ビルダーの画面」の関連する項を参照するか、「画面」列のリンクをクリックしてください。





表3-1 ドメイン・テンプレート・ビルダーによる拡張テンプレート作成の手順

	画面	この画面がいつ表示されるか	実行するアクション
	
テンプレート・タイプ

	
常時

	
拡張テンプレートを作成するには、「拡張テンプレートの作成(E)」を選択します。

拡張テンプレートのソースおよびソースの場所を指定します。

拡張テンプレートの宛先JARファイルを指定します。

「次へ」をクリックして続行します。


	
テンプレート情報

	
常時

	
必要に応じて各テンプレート情報を更新します。

「次へ」をクリックして続行します。


	
サービスの選択

	
拡張テンプレートを作成する場合のみ

	
拡張テンプレートに含めるカスタム・アプリケーションおよびサービスを選択します。

「次へ」をクリックして続行します。


	
トポロジの選択

	
拡張テンプレートを作成し、選択したソース(ドメインまたはテンプレート)にトポロジ情報がある場合のみ

	
構成のために一覧表示されたトポロジ要素から、拡張テンプレートに含める要素を選択します。


	
テンプレートのサマリー

	
常時

	
テンプレートのサマリーを確認します。「表示」ドロップダウン・リストを使用して、テンプレートの特定の部分に表示を限定できます。

必要に応じて、前をクリックし、前の画面に戻って必要な変更を行います。

「作成」をクリックして続行します。


	
構成の進行状況

	
常時

	
テンプレートが生成されるまで待機してから、「次」をクリックします。


	
構成の終了

	
常時

	
「終了(F)」をクリックして、ドメイン・テンプレート・ビルダーを終了します。















4 ドメイン・テンプレート・ビルダーの画面


この章では、ドメイン・テンプレート・ビルダーの各画面について説明します。

この章の内容は次のとおりです。




	テンプレート・タイプ

	テンプレート情報

	サービスの選択

	トポロジの選択

	テンプレートのサマリー

	構成の進行状況

	構成の終了







4.1 テンプレート・タイプ



[image: 「テンプレート・タイプ」画面]


このページでは、ドメイン・テンプレートまたは拡張テンプレートを作成するかどうかを指定し、新しいテンプレートのソースと宛先を指定します。





	オプション	説明
	
ドメイン・テンプレートの作成

	
インフラストラクチャ・コンポーネント、アプリケーション、サービス、セキュリティ・オプション、一般環境、オペレーティング・システムのパラメータなど、WebLogicドメイン内のリソース一式を定義する新しいドメイン・テンプレートを作成するには、このオプションを選択します。

構成ウィザード、WLSTまたはunpackコマンドでテンプレートを指定し、WebLogicドメインの作成のベースとしてテンプレートを使用できます。


	
拡張テンプレートの作成

	
既存のWebLogicドメインの拡張に使用できるアプリケーションとサービスを定義するテンプレートを作成するには、このオプションを選択します。

構成ウィザードを使用し、拡張テンプレートに保存しているアプリケーションおよびサービスを、既存のWebLogicドメインにインポートできます。

構成ウィザードの詳細は、構成ウィザードによるWebLogicドメインの作成を参照してください









	既存のドメインからのドメイン・テンプレートの作成

	既存のドメインからの拡張テンプレートの作成

	既存のテンプレートからのドメイン・テンプレートの作成

	既存のテンプレートからの拡張テンプレートの作成







4.1.1 既存のドメインからのドメイン・テンプレートの作成



既存のドメイン・ディレクトリからドメイン・テンプレートを作成する手順は次のとおりです。




	「ドメイン・テンプレートの作成(C)」を選択します。
	「ドメインをソースとして使用(D)」を選択します。
	「ソースの場所」フィールドにソース・ドメイン・ディレクトリのフルパスを入力するか、「参照」ボタンを使用してドメイン・ディレクトリ(たとえば、C:\domains\mydomain)に移動します。
	「テンプレートの場所」フィールドに新しいテンプレートのフルパスとJARファイル名を入力するか、「参照」ボタンを使用して既存のディレクトリに移動します。JARファイル名(たとえば、C:\templates\domains\mynewtemplate.jar)は必ず指定してください。
	「次へ」をクリックして続行します。








4.1.2 既存のドメインからの拡張テンプレートの作成



既存のドメイン・ディレクトリから拡張テンプレートを作成する手順は次のとおりです。




	「拡張テンプレートの作成(E)」を選択します。
	「ドメインをソースとして使用(D)」を選択します。
	「ソースの場所」フィールドにソース・ドメイン・ディレクトリのフルパスを入力するか、「参照」ボタンを使用してドメイン・ディレクトリ(たとえば、C:\domains\mydomain)に移動します。
	「テンプレートの場所」フィールドに新しいテンプレートのフルパスとJARファイル名を入力するか、「参照」ボタンを使用して既存のディレクトリに移動します。JARファイル名(たとえば、C:\templates\domains\mynewtemplate.jar)は必ず指定してください。
	「次へ」をクリックして続行します。








4.1.3 既存のテンプレートからのドメイン・テンプレートの作成



既存のテンプレートからドメイン・テンプレートを作成する手順は次のとおりです。




	「ドメイン・テンプレートの作成(C)」を選択します。
	「テンプレートをソースとして使用(T)」を選択します。
	「ソースの場所」フィールドにソース・ドメインJARファイルのフルパスを入力するか、「参照」ボタンを使用してドメイン・ディレクトリに移動し、JARファイル(たとえば、C:\domains\mydomain.jar)を選択します。
	「テンプレートの場所」フィールドに新しいテンプレートのフルパスとJARファイル名を入力するか、「参照」ボタンを使用して既存のディレクトリに移動します。JARファイル名(たとえば、C:\templates\domains\mynewtemplate.jar)は必ず指定してください。
	「次へ」をクリックして続行します。








4.1.4 既存のテンプレートからの拡張テンプレートの作成



既存のテンプレートから拡張テンプレートを作成する手順は次のとおりです。




	「拡張テンプレートの作成(E)」を選択します。
	テンプレートのソースの選択を選択します。
	ソースの場所の選択フィールドにソース・アプリケーションJARファイルのフルパスを入力するか、「参照」ボタンを使用してアプリケーション・ディレクトリに移動し、JARファイル(たとえば、C:\applications\myapplication.jar)を選択します。
	テンプレートの場所の選択フィールドに新しいテンプレートのフルパスとJARファイル名を入力するか、「参照」ボタンを使用して既存のディレクトリに移動します。JARファイル名(たとえば、C:\templates\applications\mynewapplication.jar)は必ず指定してください。
	「次へ」をクリックして続行します。










4.2 テンプレート情報



[image: 「テンプレート情報」画面]


このページでは、テンプレートに関する基本情報を指定します。ここで入力する情報は、ドメイン・テンプレートまたは拡張テンプレートに対して生成されるtemplate-info.xmlファイルに格納されます。また、ドメインのconfig.xmlファイルにも格納されます。

新しいテンプレートまたは拡張テンプレートのソースとしてドメインまたはテンプレートを選択した場合、選択したテンプレートに関する情報が表示されます。情報を確認し、必要な場合は、ドメインまたは拡張テンプレートの要件にあわせて変更します。完了後、「次へ」をクリックします





	フィールド	説明
	
名前

	
必須。テンプレートの有効な名前を入力します。名前は文字列であることが必要で、スペースを含むことができます。


	
バージョン

	
必須。テンプレートのバージョン番号を入力します。バージョン番号は、4桁または5桁で構成される任意の値を指定できます(12.1.2.0、12.1.2.0.0など)。


	
作成者

	
オプション。テンプレートの作成者の名前を入力します。


	
説明

	
オプション。テンプレートの詳細な説明を入力します。説明は、文字列または数字を使用し、スペースも使用可です。











4.3 サービスの選択



[image: 「サービスの選択」画面]


「サービスの選択」画面は拡張テンプレートを作成している場合にのみ使用できます。この画面は、構成のカスタム・アプリケーションおよびサービスを確認し、拡張テンプレートに含めるものを選択するために使用します。

デフォルトでは、拡張テンプレートのソースとして指定したテンプレートまたはWebLogicドメインからのカスタム・アプリケーションおよびサービスのみがドメイン・テンプレート・ビルダーに組み込まれます。

内容を表示するには、各アプリケーションまたはサービスを展開します。リストから項目を選択し、右側の「詳細」ペインで関連付けられている詳細を確認します。確認したら、拡張テンプレートに含める要素を選択します。

終了したら、「次へ」をクリックして続行します。








4.4 トポロジの選択



[image: 「トポロジの選択」画面]


「トポロジの選択」画面は拡張テンプレートを作成している場合にのみ使用できます。この画面は、構成のトポロジ要素を確認し、拡張テンプレートに含める要素を選択するために使用します。

デフォルトでは、拡張テンプレートのソースとして指定したテンプレートまたはWebLogicドメインからのすべてのトポロジ要素がドメイン・テンプレート・ビルダーに組み込まれます。

内容を表示するには、各トポロジ要素を展開します。リストから要素を選択し、右側の「詳細」ペインで関連付けられている詳細を確認します。確認したら、拡張テンプレートに含めるファイルを選択します。

終了したら、「次へ」をクリックして続行します。









4.5 テンプレートのサマリー



[image: 「テンプレートのサマリー」画面]


「テンプレートのサマリー」画面では、新しいテンプレートを作成する前にその設定を確認できます。




	左の「テンプレート・サマリー」ペインで項目を選択し、右の「詳細」ペインで詳細を確認します。以前のウィンドウで定義した設定を変更する必要がある場合は、戻るをクリックして、必要な構成ウィンドウに戻ります。


注意:

「ビュー」ドロップダウン・リストで、「テンプレートのサマリー」画面に表示する情報の種類を制限できます。






	「作成」をクリックします。

「構成の進行状況」画面が表示されます。












4.6 構成の進行状況



[image: 「構成の進行状況」画面]


「構成の進行状況」画面には、テンプレート作成処理のステータス・メッセージが表示されます。ドメイン・テンプレート・ビルダーによって、指定したテンプレート設定も含めて、新しいドメインを生成するために必要なすべてのコンポーネントを含むJARファイルが生成されます。

処理が終了したら、「終了」をクリックします。

テンプレートに含まれるファイルは、基になるドメインまたはテンプレートによって異なります。

詳細は、『ドメイン・テンプレート・リファレンス』の通常、テンプレートに組み込まれているファイルを参照してください。









4.7 構成の終了



[image: 「構成の終了」画面]


この画面には、最終的な構成のステータスが表示されます。

	
テンプレートが正常に作成された場合は、「テンプレートの場所」の下にテンプレートJARファイルへのリンクが表示されます。


	
テンプレートが正常に作成されなかった場合は、エラー・メッセージとエラー・コードが表示されます。その場合は、メッセージから失敗の原因を特定し、問題を修正してください。
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